
コ
レ
ラ
予
防
の

心
得
書

と
長
與
專
齋

小

島

和

貴

一

は
じ
め
に

二

虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得

三

傳
染
病
豫
防
法
心
得
書

四

虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書

五

傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書

六

お
わ
り
に一

は
じ
め
に

岩
倉
遣
外
使
節
団
に
文
部
理
事
官
随
行
と
し
て
参
加
し
た
長
與
專
齋
は
、
米
欧
の
医
学
教
育
の
調
査
を
進
め
る
中
で
、
近
代
衛
生

行
政
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
帰
国
後
、
文
部
省
医
務
局
長
と
し
て
医
制
の
制
定
に
関
与
し
、
明
治
九
年
に
は
米
国
万
国

医
学
会
に
出
席
の
た
め
、
再
び
渡
米
の
機
会
を
得
、
そ
こ
で
の
調
査
も
ふ
ま
え
て
時
の
内
務
卿
大
久
保
利
通
に
提
出
し
た
の
が

衛

生
意
見

で
あ
る
。
同
意
見
書
で
は
、
介
達
衛
生
法
と
直
達
衛
生
法
を
軸
と
し
て
、
近
代
衛
生
行
政
に
と
っ
て
必
要
な
医
学
教
育
と
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の
連
携
、
薬
舗
の
見
直
し
、
衛
生
取
締
の
役
割
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
代
衛
生
行
政
の
社
会
化
に
努
め
る
長
與
を
待

ち
受
け
て
い
た
の
は
、
維
新
以
後
明
治
一
〇
年
よ
り
始
ま
る
コ
レ
ラ
の
流
行
で
あ
っ
た
。

コ
レ
ラ
対
策
と
し
て
は
、
明
治
一
〇
年
に
虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得
、
明
治
一
二
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
遭
遇
し
て
後
に
は
、
中
央

衛
生
会
、
地
方
衛
生
会
、
府
県
衛
生
課
等
の
組
織
も
拡
充
さ
れ
た
。
明
治
一
三
年
に
は
傳
染
病
豫
防
規
則
や
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書

の
制
定
等
も
な
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
一
三
年
の
心
得
書
は
明
治
二
三
年
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
二
三
年
の
心
得
書
が
出
さ
れ
た
際
、

初
代
衛
生
局
長
を
務
め
た
長
與
は
虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得
に
始
ま
る
コ
レ
ラ
予
防
の

心
得
書

に
注
目
し
、

今
般
改
正
に
な
り

た
る
傳
染
病
豫
防
心
得
書
と
從
來
の
心
得
書
と
新
舊
比
較
對
照

し
な
が
ら
、

豫
防
心
得
書
の
沿
革

に
つ
い
て
論
じ
た
。
本
稿

は
虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得
に
始
ま
る
心
得
書
に
長
與
と
の
関
係
を
重
視
し
つ
つ
注
目
す
る
。
そ
し
て
内
務
省
の
伝
染
病
対
策
の
中
で

示
さ
れ
て
き
た
心
得
書
を
め
ぐ
る
長
與
の
立
場
を
考
察
す
る
中
で
、
長
與
の
衛
生
行
政
論
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
予

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

衛
生
行
政
史
の
文
脈
で
は
従
来
よ
り
長
與
專
齋
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
文
献
で
は

衛
生
局
の
歴
史

は
、

ち
長
與
專
齋
の
歴
史
で
あ
る

）
、

衛
生

と
い
う
言
葉
を
き
く
と
長
與
専
斎
を
思
い
出
す

）

等
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
近
年
、
学
術
的
な
視
点
か
ら
本
格
的
に
長
與
を
取
り
上
げ
た
の
は
笠
原
英
彦
氏
で
あ
る

）
。
同
氏
は
長
與
の
衛
生
行
政
論
を

自
治

の
視
点
か
ら
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
長
與
の
衛
生
行
政
論
を

自
治

と
の
関
係
か
ら
整
理
し
よ
う
と
す
る
見

解
は
近
年
浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

）
。
一
方
、
長
與
の
生
涯
を
描
い
た
業
績
も
提
出
さ
れ
て
い
る

）
。
こ
う
し
た
情

況
の
中
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
議
論
を
通
じ
コ
レ
ラ
予
防
の

心
得
書

及
び
長
與
の
衛
生
行
政
論
に
対
す
る
理
解
を

多
少
な
り
と
も
す
す
る
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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二

虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得

陸
軍
軍
医
と
し
て
活
躍
の
場
を
見
出
し
、
後
に
中
央
衛
生
会
や
内
務
省
衛
生
局
等
に
お
い
て
も
、
長
與
專
齋
と
と
も
に
伝
染
病
対

策
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
石
黒
忠
悳
は
明
治
四
年
の

虎
烈
刺
論

緒
言
に
お
い
て

急
性
傳
染
病
ノ
流
行
ス
ル
ヤ
戸
々
枕
ヲ
列
子

家
々
屍
ヲ
荷
フ
就
中
痢
病
虎
烈
刺
病
窒
扶
斯
熱
ノ
若
キ
尤
甚
シ
ト
ス

）

と
し
て
急
性
伝
染
病
の
被
害
の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
一
〇
年
を
迎
え
る
と
、
そ
の
被
害
が

尤
甚
シ

と
さ
れ
た
コ
レ
ラ
が
、
清
国
の
地
に
あ
っ
て
流
行
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て

其
症
た
る
甚
暴
劇

で
あ
る
こ
と
が
、
七
月
四
日
付
に
て
、
現
地
よ
り
外
務
省
に
報
告
さ
れ
た

）
。
彼
地
の
コ
レ
ラ
の

流
行
に
関
す
る
情
報
は
外
務
卿
か
ら
の
知
ら
せ
に
よ
り
内
務
省
も
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た

）
。
知
ら
せ
を
受
け
た
同
省
は
、
神
奈
川
、

長
崎
、
兵
庫
の
三
県
に
命
じ
て
、
避
病
院
を
人
家
隔
絶
し
た
島
嶼
等
に
設
け
、
医
員
及
び
官
吏
を
撰
差
し
、
入
港
の
船
舶
を
検
案
し
、

患
者
が
発
見
さ
れ
た
際
に
は
、
避
病
院
へ
の
送
致
を
行
い
、
治
療
体
制
を
整
え
る
こ
と
等
に
着
手
し
た

）
。
こ
の
時
内
務
省
は
コ
レ
ラ

対
策
を
め
ぐ
り
、
英
国
と
の
間
に
課
題
を
確
認
し
て
い
た
が

）
、
同
省
と
し
て
は

該
病
ノ
流
播
ス
ル
ヤ
勢
甚
タ
迅
疾
ナ
レ
ハ
病
毒
侵

入
ノ
前
ニ
於
テ
之
カ
豫
防
ノ
方
法
ヲ
講
セ
サ
レ
ハ
後
チ
臍
ヲ
嚙
ム
モ
及
フ
可
カ
ラ
ス

と
の
判
断
も
あ
り

）
、
養
生
法
吐
瀉
物
洗
浄
法
、

虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得
の
両
草
案
が
用
意
さ
れ
た

）
。
前
者
は
、

各
人
一
個
ノ
自
愛
保
身
ノ
道
ヲ
諭

す
も
の
と
し
て
、
後
者
は

警
視
本
署
及
ヒ
地
方
官
ノ
着
手
順
序
ヲ
示

す
も
の
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
起
草
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る

）
。
結
果
と
し
て
、
前
者
は
八
月

二
四
日
、
第
五
号
と
し
て
報
告
さ
れ
、
後
者
は
同
月
二
七
日
、
次
に
示
す
内
務
省
達
乙
第
七
十
九
號
と
し
て
公
達
さ
れ
た

）
。

乙
第
七
十
九
號

府

縣

東
京
府
ヲ
除
ク

虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得
別
冊
編
製
相
達
候
條
實
地
流
行
之
際
ニ
於
テ
ハ
更
ニ
該
法
ヲ
考
訂
斟
酌
シ
テ
臨
時
相
達
候
儀
モ
可
有
之
候
得
共
豫
防
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方
法
之
儀
ハ
病
毒
侵
入
之
前
豫
メ
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
件
不
尠
ニ
付
爲
心
得
此
旨
相
達
候
事

明
治
十
年
八
月
廿
七
日

内
務
卿
大
久
保
利
通

こ
の
乙
第
七
十
九
号
別
冊
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
が
長
與
が

虎
列
刺
病
豫
防
心
得

の

始
め

と
し
て
位
置
づ
け
た
も
の
で

あ
る

）。
こ
こ
で
別
冊
と
し
て
編
成
さ
れ
た
虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得
は
、
二
四
か
条
よ
り
な
り
、
附
録
と
し
て
消
毒
薬
及
其
方
法
も
附

さ
れ
た

）
。
乙
第
七
十
九
號
に
も

豫
防
方
法
之
儀
ハ
病
毒
侵
入
之
前
豫
メ
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
件
不
尠

と
あ
る
よ
う
に
、
別
冊
で
は

海
港
検
疫
の
こ
と
が
ま
ず
規
定
さ
れ
た
。
第
一
条
で
は
、

外
国
地
方
ニ

虎
列
刺

病
流
行
シ
テ
内
務
省
ヨ
リ
檢
疫
規
則
ノ
施
行
ヲ

命
ス
ル
ト
キ
ハ
開
港
場
ア
ル
地
方
長
官
ハ
醫
員
衛
生
掛
警
察
吏
等
ヲ
撰
定
シ
テ
其
委
員

と
し

外
國
領
事
ニ
協
議
シ
該
規
則
ヲ

奉
シ
テ
豫
防
拒
絶
ノ
事
ヲ
擔
任

さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
国
内
の
コ
レ
ラ
患
者
に
関
し
て
は
、
第
一
三
条
で
は

患
者
ア
ル
家
族

と

他
家

と
の

妄
リ
ニ
往
來

す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
第
一
九
条
で
は
、

便
所
芥
溜
下
水
溝
渠

な
ど

一
般
ノ
清
潔

に
関

し
て
も
注
意
が
払
わ
れ
た
。
加
え
て
、
そ
の
第
七
条
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
方
官
は
医
師
に
よ
る
届
け
出
を
受
け
た
際
、

亞
細

亞
虎
列
刺

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
な
ら
ば
、

委
員
ヲ
命
シ
豫
防
ノ
方
法
ヲ
着
手
シ
内
務
省
ニ
申
報
シ
且
ツ
管
内

隣
ノ
地
方

廳
ニ
報
告

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
一
方
、
同
心
得
書
が
公
達
さ
れ
た
翌
月
に
は
、
神
奈
川
県
下
に
コ
レ
ラ
患
者
発
生
の
報
告

が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

）
。
長
崎
県
で
は

九
月
上
旬
ヨ
リ
港
内
大
浦
及
ヒ
浪
ノ
平
町
ニ
流
行
シ
テ

ニ
蔓
延
ノ
勢
ヲ
逞
ウ

す
る
状
態
で
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
る

）
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
被
害
は
西
南
戦
争
の
凱
旋
兵
と
と
も
に
拡
大
し
て
い
っ
た

）。

西
南
ノ
騒
擾
已
ニ
平
定
シ
征
討
ノ
諸
軍

次
凱
旋
ス
ル
ニ
際
シ
嘗
テ
長
崎
ヨ
リ
鹿
兒
島
ニ
浸
染
セ
シ
病
毒
ノ
兵
士
間
ニ
撒
布
ス
ル
者
船
中
ニ
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稠
聚
ス
ル
ニ
因
リ
テ
大
ニ
其
蕃
殖
ヲ
促
シ
十
月
一
日
ニ
至
リ
隅
田
、
兵
庫
、
熊
本
、
豊
島
、
敦
賀
、
東
海
、
住
江
、
平
安
ノ
諸
船
一
時
ニ
神

戸
ニ
湊
リ
テ
病
毒
ヲ
齎
ラ
ス
者
少
ナ
カ
ラ
ス
…
（
中
略
）
…
此
時
ニ
當
テ
神
戸
ノ
紛
擾
殆
ト
戰
地
ノ
如
ク
…
（
中
略
）
…
遂
ニ
大
ニ
病
毒
ヲ

神
戸
兵
庫
ニ
撒
布
シ
行
々
京
阪
滋
賀
ノ
間
ニ
傳
播
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ

こ
の
間
の
模
様
を
当
時
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
に
て
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
石
黒
忠
悳
は

）
、
九
州
を
出
立
し
た
西
南
戦
争
の
凱
旋
兵
を

神
戸
に
て
迎
え
入
れ
る
際
、

毉
務
衛
生
ノ
方
法
ニ
至
テ
モ
亦
大
阪
臨
時
病
院
医
官
ニ
テ
之
ヲ
可
否
ス
ル
ノ
権
ナ
シ

と
し
て
、
コ

レ
ラ
患
者
の
侵
入
・
拡
大
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
、
東
海
道
に
向
か
う
た
め
の
汽
車
の
中
、
コ
レ
ラ
を
発
病
す
る

者
が
続
き
、
京
都
府
療
病
院
に
送
っ
た
が
、
そ
れ
を
み
た
地
方
官
は
、

大
ニ
驚
キ
即
時
ニ
府
下
ノ
毉
師
シ
徴
發
シ

、
急
遽
避
病
院

を
建
設
し
た
と
振
り
返
る

）
。
こ
の
コ
レ
ラ
の
流
行
を
め
ぐ
り
、
石
黒
の
見
解
か
ら
は
、

維
新
以
来
本
年
（
明
治
一
〇
年
│
筆
者
注
）

ヲ
以
テ
最
初
ト
ス
且
ツ
近
年
官
民
共
ニ
衛
生
ノ
事
項
漸
ク
端
緒
ニ
就
キ
小
民
ト
雖

此
病
ノ
恐
戒
ス
可
キ
ヲ
知

る
こ
と
と
な
っ
た

が
、

小
民

は

伝
染
ノ
理
由
詳
細
ヲ
問
ハ
ス
軍
人
ト
見
レ
ハ
概
シ
テ
畏
避
ス
ル
コ
ト
虎
狼
ノ
如
ク

あ
る
状
態
で
あ
り
、
先
の

地
方
官
も
含
め
、
官
も
民
も
実
際
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
し
て
混
乱
し
て
い
た
様
が
如
実
に
表
れ
る

）
。
そ
し
て
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
対

策
に
関
し
て
長
與
の
見
解
も
石
黒
と
同
様
で
あ
っ
た

）
。

虎
列
刺
病
豫
防
心
得
は
去
る
明
治
十
年
八
月
廿
七
日
内
務
省
乙
第
七
十
九
號
を
以
て
公
達
せ
ら
れ
た
る
を
始
め
と
し
海
港
撿
疫
の
事
と
各
家

豫
防
の
事
と
を
掲
け
醫
師
衛
生
掛
警
察
官
吏
等
を
委
員
と
し
て
取
扱
は
し
む
當
時
安
政
以
後
始
め
て
の
虎
列
刺
病
流
行
に
遭
遇
し
官
民
共
に

豫
防
消
毒
の
事
に
熟
せ
ず
只
倉
皇
狼
狽
の
間
に
経
過
せ
り

維
新
以
来
初
め
て
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
し
て
、

倉
皇
狼
狽

し
た
官
と
民
を
長
與
も
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
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三

傳
染
病
豫
防
法
心
得
書

一
万
人
以
上
の
患
者
を
確
認
し
た
明
治
一
〇
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
終
熄
し
た
の
も
つ
か
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
一
二
年

に
は
再
び
コ
レ
ラ
の
流
行
が
始
ま
っ
た
。
コ
レ
ラ
の
甚
大
な
被
害
を
眼
前
に
控
え
、
内
務
省
は
急
遽
、
虎
列
刺
病
豫
防
仮
規
則
を
用

意
し
た
。
内
務
省
は
明
治
一
二
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
始
ま
る
前
よ
り
、

傳
染
病
ノ
恐
ル
ヘ
キ
ヤ
獨
乕
列
刺
ノ
一
病
ニ
止
マ
ラ
ス

赤
痢
、
腸
窒
扶
斯
、
發
疹
窒
扶
斯
、
痘
瘡
、
實
扶
垤
里
亜
ノ
如
キ
皆
以
テ
惨
毒
ヲ
社
會
ニ
流
ス
者

と
し
て

傳
染
病
預
防
規
則
ヲ

起
艸

し
、
そ
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、

其
未
タ
發
行
セ
サ
ル
ニ
先
チ
京
摂
以
西
ニ
於
テ
乕
列
刺
病
流
行
シ
テ
神
奈
川
等
ノ
諸

縣
ニ
波
及

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
同
案
の
公
布
に
先
立
ち
、

該
規
則
中
ヨ
リ
乕
列
刺
病
ニ
関
ス
ル
條
項
ヲ
拔
キ
テ

、

乕
列
刺
病
豫
防
假
規
則
ヲ
定
メ
テ
布
告

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

）
。
同
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
す
さ
ま
じ
く
、
そ
の
被

害
は
一
六
万
人
以
上
の
患
者
を
出
し
、
一
〇
万
人
以
上
の
人
命
を
鬼
籍
に
追
い
や
っ
た

）
。

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
明
治
一
二
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
も
そ
の
年
の
一
二
月
に
は
終
熄
し

）
、
翌
年
に
は
内
務
省
は
い
よ
い
よ

傳
染
病
豫
防
規
則
の
制
定
に
本
格
的
に
着
手
し
始
め
、
同
規
則
公
布
に
向
け
た
上
申
書
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
一
三

年
六
月
一
二
日
付
太
政
大
臣
宛

傳
染
病
豫
防
規
則
御
公
布
之
儀
上
申

が
そ
れ
で
あ
る

）
。
当
該
上
申
書
の
一
部
は

医
制
八
十
年

史

等
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が

）
、
そ
の
内
容
は
、
コ
レ
ラ
予
防
の
み
で
な
く
、
天
然
痘
や
ヂ
フ
テ
リ
ア
、
チ
フ
ス
等
の
伝

染
病
に
対
し
て
も
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

臨
時
ノ
公
告
而
已
ニ
テ
ハ
或
ハ
豫
防
救
治
ト
モ
手
後
レ
相
成
候
憂

モ
有
之

）

と
の
懸
念
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
上
申
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
傳
染
病
豫
防
規
則
は
太
政
官
布
告
第
三
十
四
号
と
し
て
明
治
一
三
年
七
月
九
日
に
公
布
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が

）
、
内
務
省
は
当
該
上
申
書
に
お
い
て
同
規
則
の
必
要
性
に
併
せ
て
、

傳
染
病
豫
防
法
心
得
書

の

必
要
性
も
指
摘
し
て
い
た

）
。
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尤
モ
右
規
則
（
傳
染
病
豫
防
規
則
│
筆
者
注
）
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
実
際
施
行
ノ
順
序
等
詳
悉
ナ
ラ
サ
ル
ヨ
リ
或
ハ
費
用
濫
出
等
ノ
弊
有
之
哉
モ
難

計
ニ
付
別
ニ
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
ヲ
編
製
シ
當
省
ヨ
リ
可
致
布
達
ト
存
候

そ
し
て
傳
染
病
豫
防
規
則
の
公
布
に
向
け
た
上
申
が
な
さ
れ
た
翌
月
、
今
度
は
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
制
定
に
向
け
た
上
申
が
な
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
布
達
之
儀
上
申

が
そ
れ
で
あ
る

）
。

傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
布
達
之
儀
上
申

去
六
月
十
二
日
ヲ
以
テ
傳
染
病
豫
防
規
則
御
公
布
之
儀
上
申
之
節
尚
ホ
當
省
於
テ
布
達
致
ス
ベ
キ
豫
防
法
心
得
書
之
儀
ハ
中
央
衛
生
會
ニ
於

テ
取
調
中
ニ
付
追
テ
可
及
上
申
旨
附
箋
致
置
候
處
即
今
取
調
出
来
候
間
別
冊
草
案
之
通
布
達
候
様
致
度
此
段
及
上
申
候
也

明
治
十
三
年
七
月
十
三
日

内
務
卿
松
方
正
義

左
大
臣
熾
仁
親
王
殿

内
務
省
に
よ
っ
て
上
申
さ
れ
た
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
は
、
内
務
部
、
法
制
部
の

勘
査

も
な
さ
れ
た

）
。
同
年
八
月
五
日
付
勘

査
書
で
は
、

別
紙
内
務
省
上
申
傳
染
病
豫
防
規
則
心
得
書
布
達
ノ
儀
ヲ
案
ス
ル
ニ
本
年
第
三
十
四
號
布
告
傳
染
病
豫
防
規
則
ハ
其

要
領
ヲ
示
シ
タ
ル
迄
ニ
付
発
病
ノ
原
因
預
防
法
ノ
區
別
消
毒
藥
ノ
用
方
等
ヲ
審
カ
ニ
シ
一
般
人
民
ニ
シ
ラ
シ
ム
ル
ハ
最
緊
要

の
こ

と
で
は
あ
る
が
、

斯
ル
解
シ
易
カ
ラ
サ
ル
大
部
ノ
書
冊
ヲ
布
達
ス
ル
モ
中
等
以
下
ノ
人
民
ニ
熟
知
通
用

さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
ま
た
そ
の
費
用
の
問
題
も
あ
り
、

之
ヲ
一
般
ニ
布
達
ス
ル
ハ
徒
ラ
ニ
地
方
ノ
費
用
ヲ
増
シ
其
實
際
ニ
至
ツ
テ
ハ
却
テ
其
効

少
キ

と
判
断
さ
れ
、
一
般
へ
の
布
達
は
見
送
ら
れ
、
各
地
方
官
が
必
要
部
分
を

諭
達

等
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
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を
ふ
ま
え
八
月
二
三
日
に
は
内
務
省
の
先
の
上
申
に
つ
い
て
は
修
正
の
上
、

各
府
縣
ヘ
可
相
達
事

と
さ
れ
た

）
。
そ
し
て
傳
染
病

豫
防
規
則
の
制
定
よ
り
遅
れ
る
こ
と
約
二
か
月
、
明
治
一
三
年
九
月
一
〇
日
に
は
、
内
務
省
乙
第
三
十
六
号
が
出
さ
れ
る
運
び
と
な

っ
た

）。

乙
第
三
十
六
號
（
九
月
十
日

輪
廓
附
）

東
京
警
視
本
署

府
縣

本
年
第
三
十
四
號
傳
染
病
豫
防
規
則
布
告
相
成
候
ニ
付
傳
染
病
豫
防
心
得
書
別
冊
相
達
候
條
各
地
方
廳
ニ
於
テ
時
宜
ヲ
量
リ
節
略
諭
達
シ
實

際
上
豫
防
行
届
候
様
取
計
フ
ヘ
シ
此
旨
相
達
候
事

こ
こ
で

別
冊

と
し
て
作
成
さ
れ
た
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
の
総
論
で
は
次
の
よ
う
に
伝
染
病
対
策
の
必
要
性
を
明
ら
か
に
し
た

）
。

凡
ソ
傳
染
病
ハ
其
種
類
多
シ
ト
雖
モ
流
行
性
傳
染
病
ノ
一
旦
萌
動
シ
テ
其
蔓
延
ノ
熾
ナ
ル
ニ
至
テ
ハ
救
療
ノ
法
モ
洽
ク
及
ヒ
難
ク
終
ニ
其
猖

獗
ヲ
縱
ニ
シ
慘
酷
ヲ
極
ム
ル
ニ
至
ル
然
ル
ニ
豫
防
法
ア
リ
テ
之
ヲ
守
ル
嚴
ナ
ル

ハ
其
病
害
ヲ
未
熾
ニ
防
遏
ス
ヘ
シ
加
之
消
毒
法
ア
リ
テ
之

ヲ
行
フ
密
ナ
ル

ハ
各
種
ノ
病
毒
ヲ
消
滅
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
消
毒
法
ハ
即
チ
豫
防
法
ノ
一
種
ニ
シ
テ
殊
ニ
其
効
驗
確
實
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ

こ
こ
で
は
流
行
性
伝
染
病
に
対
す
る
特
段
の
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
方
法
に
は
、
次
の
点
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
た

）
。

目
今
本
邦
流
行
傳
染
病
中
最
モ
豫
防
注
意
ヲ
要
ス
ヘ
キ
ハ
虎
列
刺
、
腸
窒
扶
私
、
赤
痢
、
實
布
垤
利
亜
、
發
疹
窒
扶
私
、
痘
瘡
ノ
六
病
ト
ス

而
テ
各
種
ノ
病
症
ニ
從
ヒ
豫
防
ノ
法
モ
亦
其
趣
ヲ
異
ニ
ス
ト
雖
モ
其
要
領
ハ
之
ヲ
約
ス
ル
ニ
四
項
ニ
出
テ
ス
其
一
ハ
病
毒
ノ
萌
動
及
ヒ
蔓
延
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ノ
因
ヲ
除
去
ス
ル
ニ
ア
リ
（

チ
清
潔
法
）
其
二
ハ
各
人
體
中
有
ス
ル
所
ノ
感
受
性
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
（

チ
攝
生
法
）
其
三
ハ
病
毒

傳
播
ノ
媒
介
ヲ
隔
離
ス
ル
ニ
ア
リ
（

チ
隔
離
法
）
其
四
ハ
傳
染
病
毒
ヲ
消
滅
ス
ル
ニ
ア
リ
（

チ
消
毒
法
）
右
ノ
四
項
ニ
依
リ
豫
防
ノ
事

ヲ
施
サ
丶
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故
ニ
其
大
意
ヲ
示
ス

左
ノ
如
シ

こ
こ
に
伝
染
病
対
策
に
お
け
る
、
清
潔
法
、
攝
生
法
、
隔
離
法
、
消
毒
法
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
一
二
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
か
ら
翌
一
三
年
に
か
け
て
は
、
衛
生
委
員
制
度
や
府
県
衛
生
課
の
創
設
、
傳
染
病
豫
防
規
則
の
公

布
、
そ
し
て
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
衛
生
行
政
の
方
針
・
体
制
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

）
。
今
回
の

こ
の
新
た
な
心
得
書
に
対
し
て
長
與
は

同
十
三
年
更
に
傳
染
病
豫
防
規
則
を
布
か
れ
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
を
附
し
て
清
潔
法
攝

生
法
隔
離
法
消
毒
法
の
四
項
に
分
ち
示
さ
れ
た
り
之
を
第
二
の
心
得
書
と
す
當
時
警
察
の
組
織
尚
ほ
幼
稚
に
属
し
警
察
官
郡
吏
町
村

吏
衛
生
委
員
等
総
掛
り
に
て
豫
防
消
毒
法
を
施
行
せ
り

と
振
り
返
る

）
。
新
た
な
制
度
に
お
い
て
示
さ
れ
た

清
潔
法
攝
生
法
隔
離

法
消
毒
法
の
四
項

に
注
目
す
る
一
方
、
長
與
の
関
心
は

警
察
官
郡
吏
町
村
吏
衛
生
委
員
等

が

総
掛
り
に
て
豫
防
消
毒
法
を

施
行

す
る
光
景
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書

明
治
一
二
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
去
っ
た
翌
年
、
明
治
一
三
年
に
は
傳
染
病
豫
防
規
則
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
約
二
か
月
後
に
は
傳

染
病
豫
防
法
心
得
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
明
治
一
三
年
の
心
得
書
が
出
さ
れ
た
後
、
明
治
一
五
年
に
は
再
び
コ
レ
ラ
の
大
流
行
に

み
ま
わ
れ
た
。
こ
の
年
は
五
万
人
以
上
の
患
者
を
出
し
、
三
万
人
以
上
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。
明
治
一
五
年
の
後
に
は
明
治
一
九
年

の
流
行
が
見
ら
れ
、
一
五
万
人
以
上
の
患
者
が
観
察
さ
れ
た
。
明
治
一
二
年
以
降
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
か
ら
明
治
一
五
年
と
一
九
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年
の
流
行
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
に
な
る
が
、
被
害
状
況
を
比
較
す
る
と
、
明
治
一
八
年
に
も
約
一
万
三
千
人
の
患
者
を
出
し
、
九
千

人
以
上
の
人
命
が
鬼
籍
へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。
そ
の
数
は
維
新
以
降
最
初
の
流
行
が
見
ら
れ
た
明
治
一
〇
年
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
被

害
状
況
で
あ
っ
た

）
。
内
務
省
で
は
こ
の
明
治
一
八
年
の
流
行
の
被
害
を

其
病
勢
ノ
劇
悪
ナ
ル
ハ
却
テ
十
五
年
ノ
右
ニ
出
テ
其
甚
シ

キ
者
ニ
至
テ
ハ
一
両
三
回
ノ
吐
瀉
ニ
シ
テ
斃
レ
其
期
僅
カ
ニ
一
時
間
ニ
過
キ
サ
ル
者
ア
リ
亦
其
劇
悪
ナ
ル
ヲ
推
知
ス
ヘ
キ
ナ
リ

）

と

し
て
重
要
視
し
て
い
た
。
明
治
一
八
年
の
一
二
月
に
至
る
と
、
コ
レ
ラ
の
流
行
が
終
熄
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
次
の
対
策
が
採
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た

）
。

本
年
長
崎
港
流
行
ノ
虎
列
刺
病
ハ
其
病
性
頗
險
惡
ナ
ル
ヲ
以
テ
萬
一
毒
ヲ
明
年
ニ
遺
シ
温
暖
ノ
候
ニ
乘
シ
再
燃
ス
ル
カ
如
キ

ア
ラ
ハ
實
ニ

恐
ル
ヘ
キ
カ
爲
苟
モ
病
毒
潜
伏
ノ
虞
ア
ル
者
即
チ
便
所
下
水
及
惡
水
ノ
瀦
滯
ス
ル
場
所
等
ハ
此
際
充
分
ニ
浚
渫
疏
通
シ
一
層
清
潔
ナ
ラ
シ
メ

必
前
功
ヲ
全
ク
ス
ヘ
キ
旨
廳
府
縣
ニ
内
訓
セ
ラ
レ
…
（
中
略
）
…
本
省
ニ
於
テ
ハ
豫
防
其
機
ヲ
誤
ラ
サ
ラ
ン
カ
爲
メ
地
方
官
ニ
訓
令
シ
テ
撿

疫
遮
斷
消
毒
等
ノ
方
法
ヲ
嚴
行
セ
シ
メ
タ
リ

明
治
一
八
年
の
コ
レ
ラ
流
行
の
終
熄
後
に
は
、
翌
年
の
コ
レ
ラ
の
再
燃
を
恐
れ
、
検
疫
遮
断
消
毒
等
の
方
法
の
厳
行
が
地
方
官
に
訓

令
さ
れ
た
。
し
か
し
翌
年
の
二
月
に
は
早
く
も
徳
島
県
令
よ
り
コ
レ
ラ
患
者
発
生
の
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
報
告
を
受
け

た
内
務
省
は
後
藤
新
平
を
現
地
に
派
遣
し
、
徳
島
県
で
は
検
疫
委
員
も
選
出
さ
れ
た

）
。

十
九
年
二
月
六
日
復
タ
徳
島
縣
令
ヨ
リ
虎
列
刺
病
發
生
ノ
電
報
ニ
接
ス
曰
ク
徳
島
縣
下
勝
浦
郡
田
浦
村
ニ
於
テ
本
月
一
日
虎
列
刺
病
發
生
爾

來
小
松
島
浦
本
庄
、
江
田
、
前
原
ノ
各
村
ニ
於
テ
モ
同
病
發
生
病
勢
劇
烈
ニ
シ
テ
流
行
ノ
兆
ア
リ
尋
テ
七
日
マ
テ
ニ
總
患
者
二
十
八
名
ニ
上

リ
内
死
亡
十
四
名
其
急
劇
ナ
ル
者
ニ
至
リ
テ
ハ
九
時
間
以
内
ニ
斃
ル
ト
依
テ
傳
染
病
豫
防
規
則
第
十
五
條
ニ
據
リ
其
地
ニ
遮
斷
法
ヲ
行
ハ
シ
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メ
又
同
縣
ニ
交
通
ア
ル
府
縣
ニ
達
シ
テ
港
灣
ノ
船
舶
往
來
ニ
注
意
セ
シ
メ
且
在
大
阪
内
務
四
等
屬
加
藤
尚
志
ニ
命
令
シ
大
阪
兵
庫
兩
地
方
ノ

主
任
官
ニ
協
議
シ
テ
海
路
ノ
取
締
方
ヲ
嚴
重
ニ
シ
且
徳
島
縣
ニ
達
シ
病
毒
萠
發
ノ
局
處
ニ
於
テ
十
分
ノ
力
ヲ
盡
シ
撲
滅
ノ
効
ヲ
奏
ス
ル

ヲ

力
メ
シ
メ
又
内
務
四
等
技
師
後
藤
新
平
ヲ
該
縣
下
ニ
派
遣
シ
テ
其
病
况
ヲ
視
察
セ
シ
メ
ラ
ル
是
ニ
於
テ
同
縣
ハ
撿
疫
委
員
總
數
六
十
一
名
巡

査
五
十
八
名
ヲ
シ
テ
撿
疫
ニ
從
事
セ
シ
メ
又
勝
浦
郡
ヨ
リ
ノ
交
通
ヲ
遮
斷
ス
ル
カ
爲
別
ニ
警
部
八
名
巡
査
五
十
七
名
ヲ
派
シ
公
用
ノ
外
一
切

通
行
ヲ
嚴
禁
シ
タ
リ
該
病
ハ
勝
浦
郡
各
村
ノ
外
名
東
、
那
賀
ノ
二
郡
ニ
モ
派
及
シ
タ
レ

十
九
日
ニ
至
リ
テ
病
勢
衰
退
シ
殆
ト
終
熄
セ
リ

徳
島
県
で
は
検
疫
委
員
や
巡
査
た
ち
の
活
動
も
あ
り
、
一
九
日
に
は
病
勢
終
熄
し
た
と
判
断
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
徳
島
県
の
コ
レ
ラ

が
終
熄
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
そ
の
二
か
月
後
に
は
今
度
は
大
阪
に
て

虎
列
刺
漸
ク
蔓
延
ノ
兆

と
の
報
告
が
確
認
さ
れ
、
警
戒

が
強
め
ら
れ
た

）
。
五
月
に
は
検
疫
事
務
取
調
委
員
も
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

）
。

同
（
明
治
一
九
年
五
月
│
筆
者
注
）
十
八
日
省
中
ニ
撿
疫
事
務
取
調
委
員
ヲ
置
キ
衛
生
局
長
長
與
專
齋
内
務
書
記
官
白
根
專
一
警
保
局
長
清

浦
奎
吾
衛
生
局
次
長
石
黑
忠
悳
内
務
省
参
事
官
黑
田
綱
彦
ニ
該
委
員
ヲ
命
シ
豫
防
撿
疫
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
處
理
セ
シ
メ
ラ
ル

そ
し
て
同
月
二
四
日
に
は
明
治
一
八
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
の
経
験
か
ら
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
が
庁
府
縣
に
頒
布
さ
れ
た

）
。

同
二
十
四
日
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
（
書
中
章
ヲ
分
チ
第
一
撲
滅
法
第
二
撿
疫
委
員
第
三

病
院
第
四

斷
法
第
五
消
毒
藥
ノ
種
類
並

用
法
ト
ス
）
ヲ
廳
府
縣
ニ
頒
布
シ
明
治
十
三
年
九
月
内
務
省
乙
第
三
十
六
號

ト
參
互
シ
機
變
ニ
應
シ
テ
措
置
セ
シ
メ
ラ
ル
此
心
得
書
ハ
更

ニ
昨
年
該
病
流
行
時
ノ
經
驗
ニ
徴
シ
テ
編
成
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

こ
れ
以
降
、
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
（
内
務
省
達
乙
第
三
十
六
号
）
と
新
た
に
頒
布
さ
れ
た
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
を

參
互
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シ
機
變
ニ
應
シ
テ
措
置

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
頒
布
さ
れ
た
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
は
先
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
書
中
を
五
章
に
分
け
ら
れ
、
第
一
撲
滅
、

第
二
検
疫
委
員
、
第
三
避
病
院
、
第
四
遮
断
法
、
第
五
消
毒
薬
ノ
種
類
並
ニ
用
法
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
当
該
心
得
書
冒
頭
に
は
、

先
年
來
我
邦
ニ
於
ル
虎
列
刺
病
ノ
流
行
猖
獗
ヲ
極
メ
タ
ル
事
實
ニ
就
テ
観
察
ス
ル
モ
其
初
發
乃
チ
僅
々
二
三
ノ
患
者
ニ
過
キ
サ
ル

ノ
時
ニ
於
テ
活
發
ノ
手
段
ヲ
以
テ
迅
速
之
カ
撲
滅
ニ
着
手
シ
且
其
消
毒
法
ノ
綿
密
周
到
セ
ル
モ
ノ
ハ
常
ニ
良
結
果
ヲ
呈
シ
流
行
猖
獗

ニ
至
ラ
ズ
又
未
タ
該
病
發
生
ヲ
見
サ
ル
所
ニ
在
テ
ハ
清
潔
其
他
ノ
豫
防
法
ヲ
施
行

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

）
。
し
か
し
本
年

す
で
に
徳
島
や
大
阪
に
て
コ
レ
ラ
患
者
も
発
見
さ
れ
、
コ
レ
ラ
の
流
行
が
予
見
さ
れ
て
い
た
た
め
、

厳
重
防
遏
ノ
處
置
ナ
カ
ル
ベ

カ
ラ
ス
左
ニ
昨
年
來
経
験
セ
ル
豫
防
消
毒
法
ノ
要
領
ヲ
列
記
シ
其
方
法
順
序
ヲ
示
ス

と
し
て
、
流
行
時
の
対
策
が
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る

）
。
一
旦
コ
レ
ラ
の
流
行
が
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
行
政
は
そ
の
撲
滅
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
撲
滅

法
と
し
て
、
当
該
心
得
書
第
一
条
に
は
、

虎
列
刺
病
者
發
シ
タ
ル

其
消
毒
撲
滅
法
ヲ
實
施
ス
ル
ハ
府
縣
廳
ア
ル
ノ
市
街
ニ
於
テ

ハ
巡
査
等
主
ト
シ
テ
擔
當
ス
ル
モ
ノ

と
さ
れ
、
そ
の
監
督
者
に
は

経
験
ニ
富
ミ
タ
ル
警
部
若
ク
ハ
衛
生
課
員

等
が
予
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
第
一
九
条
で
は
市
街
地
に
お
い
て
近
隣
へ
の
伝
播
を
防
ぐ
た
め
に
交
通
遮
断
が
行
わ
れ
た
際
に
は
、

巡
査
等
ヲ
以
テ

充
分
交
通
ノ
取
締
ヲ
爲

す
こ
と
と
さ
れ
た
。

明
治
廿
三
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

は
同
心
得
に
至
る
経
過
と
そ
の
意
義
を
次
の

ご
と
く
報
告
し
て
い
る

）
。

虎
列
刺
病
ノ
豫
防
規
則
ハ
明
治
十
年
ノ
流
行
ニ
際
シ
始
メ
テ
内
務
省
ヨ
リ
公
達
セ
ラ
レ
十
二
年
ノ
大
流
行
ニ
當
リ
虎
列
刺
病
豫
防
假
規
則
ノ

發
布
ア
リ
其
翌
十
三
年
傳
染
病
豫
防
規
則
ト
シ
他
ノ
傳
染
病
ト
共
ニ
一
篇
ノ
法
律
ト
シ
テ
發
布
セ
ラ
レ
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
ヲ
附
シ
清
潔

攝
生
隔
離
消
毒
ノ
四
項
ニ
分
チ
テ
其
方
法
ヲ
示
シ
地
方
ノ
情
况
ニ
從
ヒ
斟
酌
施
行
セ
シ
メ
ラ
ル
其
後
數
回
ノ
流
行
ヲ
經
十
九
年
ニ
至
リ
更
ニ

該
心
得
書
ヲ
改
正
セ
ラ
レ
豫
防
ノ
事
ハ
警
察
官
吏
ノ
主
任
ス
ル
所
ト
ナ
リ
隔
離

斷
ノ
事
及
ヒ
患
者
ヲ

病
院
ニ
移
ス

等
モ
警
察
官
吏
ノ
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見

ニ
任
シ
家
内
消
毒
ノ
事
ニ
至
ル
マ
デ
細
大
總
テ
警
察
官
吏
之
ヲ
施
行
シ
即
チ
傳
染
病
豫
防
消
毒
ノ
事
ハ
全
然
官
務
ニ
屬
シ
タ
リ

伝
染
病
流
行
時
の
対
策
の
た
め
の
現
場
で
は
巡
査
等
が
そ
の
撲
滅
等
を
図
る
こ
と
が
こ
こ
に
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。
明
治
一
九
年
の

地
方
官
官
制
が
出
さ
れ
る
約
二
か
月
前
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
長
與
は
明
治
一
九
年
の
コ
レ
ラ
予
防
の

心
得
書

に
関
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

）
。

其
第
一
章
に
虎
列
刺
病
撲
滅
豫
防
の
事
ハ
巡
査
主
と
し
て
之
に
任
し
警
部
衛
生
吏
員
は
之
か
監
督
を
為
す
と
あ
り
て
家
内
の
消
毒
は
勿
論
發

病
の
時
日
原
因
或
は
近
傍
同
患
者
の
有
無
等
の
事
項
を
訊
問
し
果
し
て
眞
正
の
虎
列
刺
患
者
な
る
こ
と
を
認
め
又
は
其
家
族
若
く
は
近
隣
に

同
患
者
あ
る
こ
と
を
發
見
す
る
と
き
は
直
ち
に
之
を
避
病
院
に
送
致
し
交
通
を
遮
断
す
る
等
総
て
巡
査
の
職
権
を
以
て
施
行
す
る
こ
と
と
な

れ
り
又
第
十
六
條
傳
染
性
の
も
の
は
特
に
避
病
地
に

る
こ
と
且
近
隣
に
貧
民
多
き
か
又
は
其
家
は
廣
く
と
も
多
人
数
群
居
す
る
と
き
又
ハ

狭
く
し
て
危
険
な
る
時
は
避
病
院
に
送
る
こ
と
と
あ
り
て
成
丈
け
は
避
病
院
に
送
る
の
傾
に
て
実
際
に
於
て
も
巡
査
の
取
計
に
て
多
く
は
送

院
す
る
こ
と
と
な
れ
り
又
遮
断
法
の
如
き
は
特
に
第
四
章
の
一
綱
を
掲
け
て
其
重
き
を
示
し
流
行
熾
盛
の
地
と
雖
も
五
戸
十
戸
を
合
せ
て
縄

張
等
を
見
る
こ
と
あ
り
…
（
中
略
）
…
豫
防
消
毒
の
事
は
一
切
巡
査
の
持
切
り
に
て
室
内
消
毒
は
勿
論
病
原
の
質
問
も
な
し
病
性
に
依
り
一

家
若
く
は
近
隣
を
合
せ
て
交
通
を
遮
断
す
る
こ
と
に
至
る
ま
て
悉
く
皆
巡
査
の
見
込
次
第
取
計
ふ
こ
と
に
て
警
部
衛
生
官
吏
等
監
督
す
る
こ

と
と
な
り
し
…
（
以
下
略
）

長
與
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
一
九
年
の
コ
レ
ラ
対
策
は
、

す
べ
て
巡
査
の
職
権
を
以
て
施
行

す
る
こ
と
と
さ
れ
、

豫
防
消
毒
の
事

は
一
切
巡
査
の
持
切
り

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
態
を
長
與
は
後
に
次
の
よ
う
に
振
り
返
る

）
。

警
察
一
手
持
の
衛
生
行
政
は
女
性
な
き
男
世
帯
の
如
く
甚
た
氣
樂
な
る
に
似
た
れ
と
も
、
圓
滑
な
る
和
氣
を
失
ひ
周
到
の
注
意
を
缺
き
所
詮
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家

長
久
の
策
に
は
あ
ら
じ
か
し

一
切
巡
査
の
持
切
り

と
な
る
、

警
察
一
手
持

の
衛
生
行
政
を
長
與
は
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

五

傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書

明
治
一
九
年
の
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
が
出
さ
れ
た
こ
と
で

）
、
コ
レ
ラ
対
策
の
現
場
に
お
い
て
巡
査
や
警
部
の
介
入
が
大
幅

に
許
容
さ
れ
た
。
主
に
こ
の
巡
査
等
の
管
理
の
下
に
進
め
ら
れ
る
そ
の
対
策
は
明
治
二
三
年
を
迎
え
る
と
修
正
が
せ
ま
ら
れ
た
。
八

月
四
日
、
傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書
は
内
務
省
に
お
い
て
調
査
が
修
了
し
た
こ
と
、
そ
し
て

傳
染
病
豫
防
心
得
書
総
則
及
虎
列

刺
ノ
部
竝
ニ
傳
染
病
消
毒
心
得
書
ハ
左
ノ
如
シ

と
し
て
そ
の
内
容
が
判
明
し
た

）
。
一
〇
月
一
一
日
に
は

明
治
十
三
年
九
月
當
省

乙
第
三
十
六
號
達

が
廃
さ
れ
る
こ
と
が
庁
府
県
に
対
し
て
知
ら
さ
れ

）
、
新
た
な
傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書
を
用
い
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
間
の
模
様
は
次
の
如
く
で
あ
る

）
。

十
月
十
一
日
本
省
訓
令
第
三
十
四
號
ヲ
以
テ
明
治
十
三
年
本
省
乙
第
三
十
六
號
達
傳
染
病
心
得
書
ヲ
廢
ス
同
日
廳
府
縣
長
官
ニ
訓
令
ス
ル
ニ

傳
染
病
心
得
書
及
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
ヲ
改
正
シ
更
ニ
傳
染
病
予
防
心
得
書
を
頒
布
ス
自
今
豫
防
ノ
方
法
ハ
此
趣
旨
ニ
基
キ
施
行
ス

ヘ
シ
但
シ
該
心
得
書
ハ
主
ト
シ
テ
市
町
村
ニ
於
テ
遵
行
ス
ヘ
キ
方
法
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
ル
ニ
付
監
督
官
廳
ニ
於
テ
施
行
ス
ヘ
キ
要
件
ハ
從
前
ノ

例
ヲ
參
酌
シ
適
宜
措
置
ス
ル
ヲ
要
ス
ル

例
え
ば
今
回
の
内
務
省
の
動
き
を
受
け
た
東
京
府
で
は
、
一
二
月
二
〇
日
、

今
般
内
務
省
ニ
於
テ
明
治
十
三
年
九
月
同
省
乙
第
三
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十
六
號
達
傳
染
病
豫
防
心
得
書
及
明
治
二
十
年
八
月
同
省
訓
第
六
六
五
號
訓
令
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
ヲ
改
正
シ
更
ニ
左
ノ
傳

染
病
豫
防
心
得
書
ヲ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
依
リ
自
今
豫
防
ノ
方
法
ハ
此
趣
旨
ニ
基
キ
措
置
ス
ヘ
シ

と
し
、
府
下
へ
新
た
な
傳
染
病
豫

防
心
得
書
を
訓
令
し
た

）
。

明
治
二
三
年
の
傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書
は
、

傳
染
病
ノ
流
行
ハ
一
人
一
家
ヨ
リ
町
村
郡
市
ニ
及
ヒ
遂
ニ
延
テ
府
縣
全
國
ノ

災
害
ト
ナ
ル

と
し
て

一
人
一
家

の
病
毒
撲
滅
の
重
要
性
を
指
摘
す
る

）
。
し
か
し
傳
染
病
が
市
町
村
に
お
い
て
発
生
し
た
際
に

は
医
師
に
よ
る
対
策
が
求
め
ら
れ
た

）
。

若
シ
其
市
町
村
ニ
傳
染
病
者
發
生
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
所
在
ノ
醫
師
ハ
成
規
ノ
通
報
ヲ
為
シ
豫
防
上
ノ
要
件
ヲ
病
家
ニ
示
諭
シ
病
家
ハ
醫
師
及

ヒ
當
該
吏
員
ノ
示
諭
ス
ル
諸
件
ヲ
守
リ
當
該
吏
員
ハ
十
分
ノ
注
意
ヲ
以
テ
豫
防
消
毒
ノ
處
置
ニ
疎
虞
遺
漏
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
務
ム
ヘ
シ

加
え
て

而
シ
テ
豫
防
の
方
法
ヲ
実
際
ニ
徹
底
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
衛
生
組
合
ヲ
設
ケ
組
合
中
互
ニ
警
戒
扶
持
ス
ル
ヲ
良
シ
ト

ス

と
し
て
傳
染
病
対
策
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
衛
生
組
合
の
活
用
も
予
定
さ
れ
た

）
。

衛
生
局
年
報

は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る

）
。

十
月
十
一
日
傳
染
病
予
防
心
得
書
ヲ
改
正
頒
布
ス
抑
々
伝
染
病
予
防
ハ
町
村
自
治
團
体
ノ
負
擔
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
茲
ニ
舊
來
ノ
方
針

ヲ
改
メ
醫
師
ノ
義
務
竝
ニ
町
村
衛
生
組
合
ノ
責
任
ヲ
重
ク
シ
以
テ
自
治
豫
防
ノ
便
ヲ
謀
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
専
ラ
市
町
村
制
ノ
主
趣
ニ
副
ハ

ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
シ
ナ
リ

た
だ
し
、
二
三
年
の
心
得
書
に

市
町
村
ノ
衛
生
主
務
吏
員
又
ハ
警
察
官
吏
ハ
傳
染
病
者
ヲ
診
断
セ
ル
旨
醫
師
ノ
通
知
ニ
接
シ
タ
ル
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ト
キ
ハ
速
ニ
病
家
ニ
臨
ミ
病
室
器
具
被
服
及
ヒ
便
所
等
ノ
消
毒
ヲ
施
行
ス
ル
等
相
当
ノ
處
分
ヲ
怠
ラ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
前
項
医
師

ノ
通
知
ニ
接
セ
サ
ル
モ
傳
染
病
ニ
疑
ハ
シ
キ
患
者
ア
ル
ト
キ
ハ
衛
生
主
務
吏
員
又
ハ
警
察
官
吏
ハ
醫
師
ヲ
シ
テ
之
ヲ
診
察
セ
シ
メ
其

見
込
ニ
従
ヒ
豫
防
消
毒
ノ
處
置
ヲ
為
ス
コ
ト
前
項
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス

（
第
三
条
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
警
察
の
活
用
が
排
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
一
九
年
の
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
で
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り

巡
査
、
あ
る
い
は
警
察
の
介
入
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
二
三
年
の
心
得
書
で
は
、
医
師
及
び
衛
生
組
合
の
活

用
を
中
心
と
し
て
、
病
家
、
衛
生
主
務
吏
員
、
警
察
官
等
、
そ
の
役
割
の
規
定
あ
る
い
は
見
直
し
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

伝
染
病
対
策
、
ひ
い
て
は
近
代
衛
生
行
政
と
医
師
の
関
係
は
長
與
の
中
で
は
重
要
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に

で
も
ふ
れ
た
と
お

り
、
長
與
は
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
随
行
し
た
際
に
近
代
衛
生
行
政
を
発
見
し
た
。
そ
の
際
、

其
の
（
近
代
衛
生
行
政
│
筆
者
注
）
本

源
は
醫
学
に
資
れ
る
も
の
な
れ
は
醫
家
出
身
の
人
な
ら
で
は
任
す
へ
き
様
な
し

）

と
述
懐
し
て
い
る
。
以
後
、

畢
生
の
事
業
と
し

て
お
の
れ
自
ら
之
に
任
す
へ
し

）

と
決
意
し
、
帰
国
後
、
長
き
に
わ
た
り
衛
生
局
の
局
長
と
し
て
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
長
與
は
衛
生
行
政
を
担
当
あ
る
い
は
指
導
す
る
に
際
し
て
、
医
師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
に
関
し
て
特
別
な
思
い
を
抱
い

て
い
た
の
で
あ
る

）
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
地
方
の
伝
染
病
対
策
を
見
る
際
に
も
生
か
さ
れ
て
お
り
、
（
改
正
に
お
い
て
は
│
筆
者
注
）

病
原
の
尋
問
は
即
醫
師
業
務
上
の
こ
と
ゆ
へ
醫
師
に
任
せ
て
巡
査
は
別
に
尋
問
せ
さ
る
こ
と
と
見
ゆ

）

と
し
て
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

日
常
の
予
防
消
毒
に
お
い
て
も

皆
醫
師
の
指
図
に
據
り
て
人
々
用
心
す
る
こ
と
と
な
り

）

と
し
て
注
目
し
た
。
今
回
の
改
正
に
お

い
て
長
與
の
立
場
か
ら
は
、
従
来
警
察
の
手
に
一
任
さ
れ
た
事
柄
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
今
回
の
改
正
に
つ
い

て
長
與
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る

）
。

畢
竟
豫
防
上
に
就
き
其
受
持
を
定
め
最
初
に
虎
列
刺
患
者
た
る
こ
と
を
認
め
警
報
を
家
人
に
傳
へ
豫
防
消
毒
の
方
法
を
示
指
す
る
は
醫
師
の

任
な
り
…
（
中
略
）
…
従
来
警
察
の
手
に
一
任
し
た
る
内
外
細
大
の
事
柄
を
醫
師
病
家
衛
生
組
合
（
或
は
隣
保
）
衛
生
主
務
吏
員
警
察
官
等

法学研究 82 巻 2 号（2009 : 2）

294



と
夫
々
分
擔
し
た
る
も
の
に
付
今
般
の
改
正
は
今
日
の
政
体
に
応
じ
人
情
に
適
し
畢
竟
斯
く
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の

長
與
は
、

警
察
の
手
に
一
任

さ
れ
た
衛
生
行
政
で
は
な
く
、
医
師
、
病
家
、
衛
生
組
合
、
衛
生
主
務
吏
員
、
警
察
官
等
に
よ
っ

て

夫
々
分
擔

さ
れ
た
、
多
元
的
な
衛
生
行
政
を
指
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
の
長
與
專
齋
の
衛
生
行
政
論
に
関
し
て
は

自
治

の
問
題
に
注
目
し
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
す
で

に
ふ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
長
與
は

自
治

に
注
目
し
衛
生
行
政
を
構
想
し
て
い
た

）
。
し
か
し
一
方
で

自
治

精
神
の
未
た
発
達
を
遂
け
ざ
る
今
日

に
お
い
て
は

非
常
の
大
事
を
人
民
に
放
任
し
警
察
官
吏
員
等
は
遙
か
に
監
督
の
地
に
立
ち

傍
観
す
る
が
如
き
こ
と
あ
ら
は
所
謂
理
論
倒
れ
と
な
り
虎
列
刺
の
病
毒
は
其
隙
に
乗
し
自
由
自
在
に
其
猖
獗
を
逞
ふ
す
る
は
火
を
睹

る
よ
り
も
明
ら
か
な
り

）

と
し
て
警
察
官
吏
等
の
介
入
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
笠
原
英
彦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

長
與
の
構
想
す
る

自
治

の
観
念
に
従
う
衛
生
行
政
と
衛
生
行
政
に
対
す
る
警
察
の
介
入
は
相
互
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、

時
と
し
て
反
発
し
、
時
と
し
て
提
携
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
。
長
與
は
今
回
の
改
正
に
際
し
て

予
防
消
毒
の

こ
と
は
之
を
自
治
に
一
任
し
て
警
察
官
は
与
か
り
知
ら
ざ
る
の
旨
意
に
は
あ
ら
ざ
る

）

と
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
長
與
は
、
明
治
一
〇
年
以
来
の
コ
レ
ラ
対
策
を
振
り
返
り
、

明
治
十
年
以
来
虎
列
刺
豫
防
消
毒
の
事
た
る
一
切
政
府
の
持

切
と
な
り
醫
師
戸
長
郡
吏
衛
生
官
吏
警
察
官
吏
等
時
に
從
て
其
任
す
る
所
軽
重
あ
り
と
雖
或
は
豫
防
委
員
と
云
ひ
或
は
撿
疫
官
と
唱

へ
総
て
官
府
に
て
之
を
組
立
て
予
防
の
事
に
從
は
し
め

と
し
て

官
府

に
て
コ
レ
ラ
予
防
が
な
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
る
と
し

て
い
る

）
。
し
か
し
こ
う
し
た

官
府

に
よ
る
対
策
で
は

人
民
に
於
て
は
豫
防
の
事
は
一
切
御
用
仕
事

と
し
て
認
識
さ
れ
て
し

ま
い
、
人
民
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

）
、
今
回
の
改
正
で
は
人
民
の
役
割
に
注
目
し
、

自
治
制
の
下
に
あ
る
人
民
な
れ

は
多
少
其
覚
悟
を
為
し
つ
つ
あ
る
の
今
日

）

と
し
て
、
長
與
は
衛
生
組
合
等
を
通
じ
た

自
治
人
民
の
本
分

す
な
わ
ち
住
民
自
ら
、

あ
る
い
は
隣
保
相
互
の
健
康
管
理
・
伝
染
病
予
防
を
期
待
す
る
の
で
あ
る

）
。
そ
こ
で
長
與
は
自
ら
の

理
論
倒
れ

を
防
ぐ
た
め
に
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も
、

官
府

と

自
治
人
民

の
役
割
に
注
目
し
、
目
指
す
べ
き
衛
生
行
政
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る

）
。

官
民
共

其
改
正
の
趣
旨
（
明
治
二
三
年
の
心
得
書
の
趣
旨
│
筆
者
注
）
を
会
得
し
漸
次

官
府
の
為
す
べ
き
事
項
と
人
民
の
為
す
べ
き
事

柄
と
の
分
界
を
定
め
尚
ほ
其
上
に
も
警
察
官
吏
の
監
督
を
受
け
一
致
協
力
し
て
恰
も
同
舟
相
濟
ふ
か
如
く
情
誼
相
投
じ
て
軋
轢
隠
蔽
等
の
不

詳
を
見
る
こ
と
な
く
始
め
て
眞
正
の
豫
防
法
を
施
行
す
る
こ
と
を
得
べ
し

長
與
は

官

と

民

の
視
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
界

を
意
識
し
、
警
察
官
吏
の
監
督
も
加
味
し
な
が
ら
、

一
致
協
力

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

清
国
に
お
い
て
コ
レ
ラ
流
行
の
知
ら
せ
を
受
け
た
内
務
省
衛
生
局
は
、
コ
レ
ラ
の
国
内
へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
に
力
を
注
い

だ
が
、
外
交
上
の
判
断
も
あ
り
、
明
治
一
〇
年
八
月
下
旬
に
は
虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得
を
制
定
し
た
。
こ
れ
を
長
與
は
コ
レ
ラ
予
防

の

始
め

と
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
以
後
最
初
の
コ
レ
ラ
の
流
行
に
対
し
て
は
、
行
政
側
も
住
民
も
混
乱
の
中
に
身

を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
長
與
は
そ
こ
に
狼
狽
す
る
官
と
民
を
観
察
し
て
い
た
。

明
治
一
〇
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
が
終
熄
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
明
治
一
二
年
に
は
再
び
コ
レ
ラ
の
流
行
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
年
は
一
六
万
人
以
上
の
患
者
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
に
は
傳
染
病
豫
防
規
則
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
清
潔
法
、
攝
生
法
、
隔
離
法
、
消
毒
法
の
四
項
目
を
基
調
と
し
て
伝
染

病
対
策
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
心
得
書
に
対
し
て
長
與
は
こ
の
四
項
目
に
注
目
す
る
一
方
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
は
、
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警
察
官
郡
吏
町
村
吏
衛
生
委
員
等
が
総
掛
り
に
て
予
防
消
毒
法
を
施
行
す
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

コ
レ
ラ
被
害
は
そ
の
後
も
続
き
、
明
治
一
五
年
、
一
九
年
に
も
大
流
行
を
し
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
明
治
一
八
年
の
流
行
は
従
来
、

そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
内
務
省
と
し
て
は
問
題
視
し
て
い
た
。
被
害
状
況
も
明
治
一
〇
年
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
年
の
流
行
を
受
け
て
、
翌
年
に
は
新
た
な
心
得
書
が
提
出
さ
れ
た
。
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
、
二
三
年
の
新
た
な
心
得
書
を
獲
得
す
る
ま
で
、
傳
染
病
豫
防
法
心
得
書
と
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
を

參
互

す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
新
た
な
心
得
書
で
は

明
治
廿
三
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

が
認
め
る
よ
う
に
、

豫
防
ノ
事
ハ
警
察
官
吏

ノ
主
任
ス
ル
所

と
な
っ
た
。
長
與
は

豫
防
消
毒
の
事
は
一
切
巡
査
の
持
切
り

と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
事
態
を
長

與
は
批
判
し
た
が
、
明
治
二
三
年
の
心
得
書
を
獲
得
す
る
こ
と
で
修
正
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
長
與
の
理
想
と
す
る
衛
生
行
政
は

自
治

観
念
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
明
治
二
三
年
の
傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書
で
は
、
衛
生
組
合
の
役
割
も
強
調
さ
れ
、
長
與
の
満
足
感
を
高
め
る

の
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
た
な
心
得
書
で
は
、
衛
生
組
合
に
加
え
て
、
学
術
の
進
歩
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
医
師
の
役

割
も
見
直
さ
れ
た
。
長
與
に
と
っ
て
衛
生
行
政
に
携
わ
る
と
い
う
こ
と
と
、
医
師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
関
係
を
持
っ
て
お

り
、
こ
の
点
も
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
衛
生
主
務
吏
員
や
警
察
官
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
長

與
は
衛
生
行
政
に
お
け
る
警
察
の
介
入
を
単
に
批
判
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は

一
切
巡
査
の
持
切
り

と
な
る
衛
生
行
政

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
師
、
病
家
、
衛
生
組
合
、
衛
生
主
務
吏
員
、
警
察
官
等
、
衛
生
行
政
に
お
け
る
関
係
者
及
び
関

係
機
関
が
多
元
的
に
機
能
す
る
行
政
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、

官
民
共

其
改
正
の
趣
旨
（
明
治
二
三
年
の
心
得
書
の

趣
旨
│
筆
者
注
）
を
会
得

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

官
府
の
爲
す
べ
き
事
項

と

人
民
の
爲
す
べ
き
事
項

と
の

分
界

を
定
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
長
與
は
理
論
倒
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
警
察
官
に
よ
る
監
督
も
加
味
し
な
が
ら
、

官

と

民

の
視
点
か
ら
、
そ
れ
ら
相
互
の
連
携
の
中
に
、
衛
生
行
政
の
成
功
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

コレラ予防の 心得書 と長與專齋

297



付
記

本
稿
は
二
〇
〇
七
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（

B
）
）

内
務
省
の
衛
生
行
政
│
長
与
専
斎
と
石
黒
忠
悳

│

（
課
題
番
号
‥18720174

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）

松
香
私
志
（
上
）

明
治
三
五
年
、
四
五
│
六
四
頁
。

（
2
）

松
香
私
志
（
下
）

明
治
三
五
年
、
一
九
│
二
一
頁
。

（
3
）

衛
生
意
見

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

大
久
保
利
通
文
書

。

（
4
）

同
心
得
は

伝
染
病
予
防
法
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
厚
生
省

医
制
百
年
史

一
九
七
六
年
、
二
九

頁
）。

（
5
）

前
掲

医
制
百
年
史

、
三
〇
│
三
一
頁
。

（
6
）

同
規
則
に
関
し
て
は
、
明
治
一
二
年
の
コ
レ
ラ
の
大
流
行
の
経
験
を
経
て
制
定
さ
れ
た
、

初
め
て
の
総
合
的
伝
染
病
予
防
法
規

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
前
掲

医
制
百
年
史

一
三
〇
│
一
三
一
頁
）。

（
7
）

同
心
得
書
に
関
し
て
は

傳
染
病
豫
防
規
則
の
付
属
法
規

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
前
掲

医
制
百
年
史

、
一
三
二
頁
）。

（
8
）

前
掲

医
制
百
年
史

、
一
三
四
頁
。

（
9
）

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）

明
治
二
三
年
七
月
、
四
二
頁
。
な
お
小
林
丈
広
氏
は
こ
の
時

の
長
與
の
演
説
を
長
與
と
衛
生
組
合
の
関
係
に
注
目
し
評
価
し
て
い
る
（

近
代
日
本
と
公
衆
衛
生
│
都
市
社
会
史
の
試
み
│

雄
山
閣

出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
四
四
頁
）。

（
10
）

鶴
見
祐
輔

後
藤
新
平
（
一
巻
）

勁
草
書
房
、
一
九
八
五
年
、
三
〇
三
頁
。

（
11
）

大
霞
会
編

内
務
省
史
（
三
巻
）

原
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
二
四
三
頁
。

（
12
）

笠
原
氏
は
、

近
代
日
本
に
お
け
る
衛
生
行
政
論
の
展
開
│
長
与
専
斎
と
後
藤
新
平
│

（

法
学
研
究

六
九
（
一
）、
一
九
九
六

年
）、

衛
生
警
察

と

自
治
衛
生

の
相
剋

（
笠
原
英
彦
・
玉
井
清
編

日
本
政
治
の
構
造
と
展
開

慶
應
義
塾
出
版
会
、
一
九
九

八
年
）
等
、
精
力
的
に
近
代
衛
生
行
政
を
長
與
專
齋
と

自
治

の
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
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（
13
）

例
え
ば
、
（
長
與
は
│
筆
者
注
）
衛
生
組
合
を

衛
生
自
治

の
担
い
手
と
し
て
期
待
し
た

（
前
掲

近
代
日
本
と
公
衆
衛
生
│

都
市
社
会
史
の
試
み
│

、
四
五
頁
）、

内
務
省
衛
生
局
は
、
発
足
の
当
初
か
ら
初
代
局
長
・
長
與
専
斎
を
中
心
に
、
衛
生
自
治
に
よ
る

衛
生
行
政
を
一
貫
し
て
追
及
し
て
き
た

（
溝
入
茂

明
治
日
本
の
ご
み
対
策
│
汚
物
掃
除
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
│

リ

サ
イ
ク
ル
文
化
社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
〇
頁
）、

長
与
専
斎
は
、
自
伝
の
中
で
、
公
選
衛
生
委
員
全
廃
と
地
方
衛
生
の
警
察
移
管
に
つ
い

て

一
九
年
の
頓
挫

と
記
し
、
自
治
的
衛
生
制
度
が
根
づ
か
な
か
っ
た
日
本
の
実
態
を
慨
嘆
し
て
い
る

（
新
村
拓
編

日
本
医
療
史

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
二
三
三
頁
）
等
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）

外
山
幹
夫

医
療
福
祉
の
祖
長
与
専
斎

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年
。

（
15
）

石
黒
忠
悳
譯
述

虎
烈
刺
論

大
学
東
校
官
版
、
明
治
四
年
、
序
一
頁
。

（
16
）

外
交
史
料
館
所
蔵

虎
列
刺
病
予
防
法
施
行
関
係
書
類

。

（
17
）

内
務
省
衛
生
局

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
四
頁
。

（
18
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
四
│
一
五
頁
。

（
19
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
六
頁
。
な
お
明
治
一
〇
年
七
月
二
三
日
に
は
、
外
務
省
に
て
寺
島
外
務
卿
と
パ
ー
ク

ス
英
国
公
使
と
の
間
で
清
国
廈
門
に
お
け
る
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
協
議
が
も
た
れ
て
い
た
。
こ
の
時
、
パ
ー
ク
ス
は
前
日
、

岩
倉
大
臣

と
の
間
に
て
、

拙
者
ハ
真
之
コ
レ
ラ
ト
者
不
申
止

と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
な
る
事
実
調
査
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。

一
方
、
長
與
は
清
国
コ
レ
ラ
を
憂
慮
し
、
現
地
領
事
へ
の
電
信
を
も
っ
て
調
査
を
依
頼
し
て
い
た
（
前
掲

虎
列
刺
病
予
防
法
施
行
関
係

書
類

）。
長
與
は
明
治
一
〇
年
の
コ
レ
ラ
対
策
を
振
り
返
り

如
何
な
る
故
に
や
船
舶
検
査
の
こ
と
は
英
国
公
使
に
拒
ま
れ
交
渉
往
復
に

時
日
を
費
し
ぬ
る
う
ち
、
病
毒
い
つ
の
間
に
か
長
崎
港
に
入
り
…
（
以
下
略
）

と
し
て
い
る
（
前
掲

松
香
私
志
（
下
）
、
二
一
頁
）。

（
20
）（
21
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
六
頁
。

（
22
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
六
│
一
七
頁
。

（
23
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
六
│
一
七
頁
及
び
三
五
頁
。

虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得

法
令
全
書

（
明
治
一
〇
年

八
月
）。

（
24
）

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
、
四
二
頁
。

（
25
）

虎
列
刺
病
豫
防
法
心
得

法
令
全
書

（
明
治
一
〇
年
八
月
）。
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（
26
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
七
頁
。
な
お
、

衛
生
局
年
報

（
内
務
省
編

明
治
期
衛
生
局
年
報

東
洋
書
林
、

所
収
）
は
、
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て

虎
列
刺
ハ
十
年
九
月
ニ
始
リ
…
（
中
略
）
…
各
地
方
虎
列
拉
流
行
ノ
景
状
ヲ
調
査
ス
ル
ニ
患

者
ハ
大
坂
府
、
熊
本
、
長
崎
、
神
奈
川
ノ
三
縣
ニ
在
テ
殊
ニ
多
ク
之
ヲ
人
口
ニ
比
例
ス
ル
モ
亦
其
數
頗
ル
夥
多
ナ
リ
又
患
者
ノ
數
ニ
照
シ

テ
死
亡
ノ
多
キ
ハ
大
坂
府
、
兵
庫
縣
、
堺
縣
、
及
ヒ
函
館
、
札
幌
ヲ
以
テ
最
モ
甚
シ
ト
ス

と
ま
と
め
て
い
る
（

衛
生
局
第
三
次
年
報

一
七
│
一
八
頁
）。

（
27
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
七
頁
。

（
28
）

前
掲

明
治
十
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
二
〇
│
二
一
頁
。
な
お
、

衛
生
局
第
三
次
年
報

は

西
南
ノ
兵
亂
ニ
際
シ
テ
虎
列
拉

ノ
流
行
ニ

シ
全
局
ノ
力
ヲ
擧
ケ
テ
其
防
禦
及
ヒ
撲
滅
ニ
從
事
ス
亦
殆
ト
他
ノ
事
業
ヲ
擴
充
整
理
ス
ル
ノ
暇
ナ
シ

と
報
告
し
て
い
る

（
大
日
方
純
夫
・
勝
田
政
治
・
我
部
政
男
編

内
務
省
年
報
・
報
告
書
（
第
五
巻
）

三
一
書
房
、
一
九
八
三
年
、
五
七
一
頁
）。

（
29
）

石
黒
は
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

十
年
三
月
二
十
一
日
に
私
は
大
阪
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

…
（
中
略
）
…
（
石
黒
は
│
筆
者
註
）
四
通
八
達
の
要
港
た
る
大
阪
に
臨
時
病
院
を
設
く
る
が
宜
し
い
と
い
う
説
を
頑
強
に
主
張
し
て
遂

に
こ
の
議
が
容
れ
ら
れ
、
直
ち
に
大
阪
に
臨
時
病
院
を
設
く
る
こ
と
に
な
り
、
病
院
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
…
（
中
略
）
…
我
が
国
で

か
く
の
如
き
多
数
の
患
者
を
一
と
こ
ろ
に
収
容
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
こ
の
病
院
の
長
と
し
て
一
切
の
処
置
を

し
、
万
事
遺
漏
な
き
を
期
す
る
に
懸
命
の
努
力
を
致
し
た
の
で
す

（

懐
旧
九
十
年

岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
二
二
九
│
二
三
〇

頁
）。

（
30
）（
31
）

石
黒
忠
悳

大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
（
第
二
号
）
、
明
治
一
二
年
、
一
│
五
頁
。
当
該
報
告
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
石

黒
は

西
南
ノ
役
起
リ
大
阪
ニ
臨
時
病
院
ヲ
置
ル
丶
ヤ
予
始
終
職
ヲ
此
院
ニ
奉
ス
予
此
顛
末
ヲ
紀
述
セ
ス
ン
ハ
ア
ラ
ス
…
（
中
略
）
…
遺

漏
杜
撰
ヲ
顧
ミ
ス
先
ツ
此
冊
子
ヲ
刊
行
ス

と
し
て
い
る
（
石
黒
忠
悳

大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
（
第
一
号
）
、
明
治
一
一
年
、

一
│
二
頁
）。
な
お
石
黒
が
当
該
報
告
を
ま
と
め
た
の
は
そ
の
日
付
よ
り
明
治
一
〇
年
一
二
月
、
大
阪
に
お
い
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

（

大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
報
告
摘
要
（
第
一
号
）
、
三
頁
）。

（
32
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
、
四
二
頁
。
当
該
演
説
は
長
與
が
、
明
治
二
三
年
七
月

二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
常
会
に
お
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
（

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
、
一
頁
）。
な
お
こ
の
演

説
は
前
掲

松
香
私
志

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
省
略
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
当
該
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
用
い
る
こ
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と
と
す
る
。

（
33
）

前
掲

内
務
書
年
報
・
報
告
書
（
第
七
巻
）
、
八
四
│
八
五
頁
。

（
34
）

厚
生
省

医
制
百
年
史
（
資
料
編
）
、
一
九
七
六
年
、
五
四
五
頁
。

（
35
）

内
務
省
衛
生
局

明
治
十
二
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

、
一
頁
。

（
36
）

傳
染
病
豫
防
規
則
公
布
ノ
件

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
録

内
務
省
之
部
六
、
明
治
十
三
年
七
月
。

（
37
）

厚
生
省

医
制
八
十
年
史

、
三
七
三
│
三
七
四
頁
。

（
38
）

前
掲

傳
染
病
豫
防
規
則
公
布
ノ
件

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
録

内
務
省
之
部
六
。

（
39
）

当
該
規
則
の
評
価
は
高
く
、

医
制
八
十
年
史

で
は
、

こ
こ
に
初
め
て
総
合
的
伝
染
病
予
防
法
規
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…

（
中
略
）
…
近
代
的
伝
染
病
予
防
法
規
が
漸
く
成
立
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
し
て
、
予
防
史
上
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

と

し
て
い
る
（
前
掲

医
制
八
十
年
史

、
三
七
四
頁
）。

（
40
）

前
掲

傳
染
病
豫
防
規
則
公
布
ノ
件

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
録

内
務
省
之
部
六
。

（
41
）（
42
）（
43
）

傳
染
病
豫
防
規
則
心
得
書
布
達
ノ
件

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
録

内
務
省
之
部
一
、
明
治
十
三
年
八
月
。

（
44
）（
45
）（
46
）

内
務
省
達
乙
第
三
十
六
號

法
令
全
書

（
明
治
一
三
年
九
月
）。

（
47
）

前
掲

医
制
八
十
年
史

、
一
六
│
一
八
頁
。

（
48
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
二
頁
。

（
49
）

前
掲

医
制
百
年
史
（
資
料
編
）
、
五
四
五
頁
。

（
50
）

前
掲

内
務
省
年
報
・
報
告
書
（
一
二
巻
）
、
四
二
八
頁
。

（
51
）

衛
生
局
年
報

（
明
治
一
七
年
七
月
～
明
治
二
〇
年
一
二
月
）、
三
六
頁
。

（
52
）

衛
生
局
年
報

（
明
治
一
七
年
七
月
～
明
治
二
〇
年
一
二
月
）、
三
七
頁
。

（
53
）

衛
生
局
年
報

（
明
治
一
七
年
七
月
～
明
治
二
〇
年
一
二
月
）、
三
八
頁
。

（
54
）

衛
生
局
年
報

（
明
治
一
七
年
七
月
～
明
治
二
〇
年
一
二
月
）、
三
九
頁
。

（
55
）

衛
生
局
年
報

（
明
治
一
七
年
七
月
～
明
治
二
〇
年
一
二
月
）、
四
〇
│
四
一
頁
。
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
は
、
例
え
ば
岩
手

県
で
は

明
治
十
九
年
年
六
月
廿
一
日
岩
手
縣
丙
第
八
十
八
号
達

と
し
て
処
理
さ
れ
た
（
巌
手
縣
第
二
部
衛
生
課
編
纂

虎
列
刺
撿
疫
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必
携
（
完
）

明
治
二
〇
年
、
六
一
│
八
六
頁
）。

（
56
）

前
掲

虎
列
刺
撿
疫
必
携
（
完
）
、
六
一
│
六
二
頁
。

（
57
）

前
掲

虎
列
刺
撿
疫
必
携
（
完
）
、
六
二
│
六
三
頁
。

（
58
）

内
務
省
衛
生
局

明
治
廿
三
年
虎
列
刺
病
流
行
記
事

明
治
二
六
年
、
二
頁
。

（
59
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
第
八
六
号
）
、
四
三
頁
│
四
四
頁
。

（
60
）

前
掲

松
香
私
志
（
下
）
、
三
三
│
三
四
頁
。

（
61
）

明
治
一
九
年
の
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
は
明
治
二
〇
年
に
以
下
よ
り
明
ら
か
な
と
お
り
、
改
正
さ
れ
た
。
（
明
治
二
〇
年
│
筆

者
注
）
八
月
十
五
日
虎
列
刺
病
豫
防
消
毒
心
得
書
（
十
九
年
五
月
訓
令
）
ノ
各
章
ヲ
改
正
増
補
シ
新
ニ
數
章
ヲ
加
ヘ
テ
檢
疫
施
行
ノ
方
法

ヲ
指
示
シ
此
方
法
ニ
基
キ
虎
列
刺
病
ノ
豫
防
撲
滅
ヲ
計
畫
ス
ヘ
キ
旨
ヲ
廳
府
縣
ニ
訓
令
セ
ラ
ル

（

衛
生
局
年
報

（
明
治
一
七
年
七
月

～
明
治
二
〇
年
一
二
月
）、
五
一
頁
。

（
62
）

傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
類
聚

（
第
一
四
編
、
明
治
二
三
年
、
第
五
七
巻
）。

（
63
）

傳
染
病
豫
防
心
得
書
ヲ
廢
ス

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
類
聚

（
第
一
四
編
、
明
治
二
三
年
、
第
五
七
巻
）。

法
令
全
書

明

治
二
三
年
一
〇
月
。

（
64
）

傳
染
病
豫
防
心
得
書

国
立
公
文
書
館
所
蔵

記
録

材
料
・
功
程
報
告
・
内
務
省
（
明
治
二
三
年
度
）
。

（
65
）

東
京
府
傳
染
病
豫
防
心
得
書
ヲ
定
ム

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
類
聚

（
第
一
四
編
、
明
治
二
三
年
、
第
五
七
巻
）。

（
66
）（
67
）（
68
）

前
掲

傳
染
病
豫
防
及
消
毒
心
得
書

国
立
公
文
書
館
所
蔵

公
文
類
聚

。

（
69
）

衛
生
局
年
報

（
明
治
二
三
年
一
月
～
一
二
月
）、
二
頁
。

（
70
）

前
掲

松
香
私
志
（
上
）
、
五
六
│
五
七
頁
。

（
71
）

前
掲

松
香
私
志
（
上
）
、
五
七
頁
。

（
72
）

明
治
二
七
年
、
後
藤
新
平
の
次
の
衛
生
局
長
の
選
任
を
め
ぐ
り
、
内
務
次
官
で
あ
っ
た
渡
邊
千
秋
は
井
上
馨
内
務
大
臣
に
対
し
て
以

下
の
書
簡
を
綴
っ
た
。

兎
角
速
ニ
任
命
被
成
候
方
可
然
哉
ト
愚
考
仕
先
以
高
田
善
一
之
儀
長
与
ニ
内
談
仕
試
候
所
何
分
首
肯
仕
兼
候
談

御
座
候
右
ハ
恐
ら
く
ハ
矢
張
医
海
中
よ
り
論
シ
候
心
算
に
も
或
ハ
可
有
御
座
候

。
渡
辺
の
見
解
か
ら
す
る
と
長
與
は
衛
生
局
長
に
は

医
海
中

よ
り
選
出
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
も
し
渡
辺
の
指
摘
通
り
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
長
與
に
と
っ
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て
衛
生
行
政
の
責
任
者
の
資
質
と
し
て
は
、

医
海
中

の
人
物
、
す
な
わ
ち
医
者
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（

井
上
馨

宛
渡
邊
千
秋
書
簡

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

井
上
馨
関
係
文
書

）。

（
73
）（
74
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
四
頁
。

（
75
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
五
│
四
六
頁
。

（
76
）

明
治
二
三
年
の
心
得
書
に
対
し
て
長
與
は

爾
来
学
術
も
開
け
人
智
も
漸
く
進
む
に
従
ひ
虎
列
刺
の
病
毒
ハ
武
断
腕
力
の
能
く
制
伏

す
る
所
に
あ
ら
ず
予
防
の
方
法
は
主
と
し
て
学
術
的
の
運
動
に
由
ら
さ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
も
分
り
且
一
昨
年
自
治
の
政
体
を
定
め
ら
れ

た
る
に
就
て
は
万
般
の
政
治
其
趣
を
殊
に
し
傳
染
病
豫
防
の
事
の
如
き
は
特
に
其
性
質
に
於
て
自
治
の
事
業
に
属
す
る
を
以
て
此
般
此
改

正
の
必
要
を
見
る
に
至
り
た
る
も
の
と
信
ず

と
指
摘
す
る
（
前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、

四
三
│
四
四
頁
）。

（
77
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
六
頁
。

（
78
）

笠
原
英
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

本
来

衛
生
警
察

と

自
治
衛
生

は
相
互
補
完
性
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
コ

レ
ラ
の
急
襲
に
伴
う
社
会
的
混
乱
は

衛
生
警
察

の
独
走
を
許
し
た
。
…
（
中
略
）
…
長
与
は
確
か
に

衛
生
警
察

の
欠
陥
を
指
摘

し
た
が
、

衛
生
警
察

を
排
除
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

自
治
衛
生

を
育
て

衛
生
警
察

と
の
両
立
を
企
図
し

た
の
で
あ
る

（

日
本
の
医
療
行
政
│
そ
の
歴
史
と
課
題
│

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
四
八
│
五
一
頁
）。

（
79
）（
80
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
六
頁
。

（
81
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
七
頁
。

（
82
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
六
頁
。

（
83
）（
84
）

前
掲

長
與
專
齋
君
の
演
説

大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
（
八
六
号
）
、
四
八
頁
。
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